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2. 要約 

 内藤喜之は，マイクロ波，ミリ波及び光波の各周波数帯にわたり，電波吸収体及び電磁波回路の研究

と後進の育成に携わってきた。特に，フェライトを用いた薄形で広い周波数帯域の電磁波を吸収する電

波吸収体の研究成果は学術的に国内外から高く評価されるとともに，建物外壁や電波暗室に設置され，

電波吸収体の実用化にも大きく貢献した。また，磁化されたフェライトを用いて，一方向性の伝搬特性

をもつアイソレータ，サーキュレータといった非相反素子を平面電磁波回路において実現する研究を推

進した。さらに，教務部長，工学部長，学長を務め，東京工業大学の運営にも大きく貢献した。 

3. 研究業績 

3.1 電波吸収体の開発・実用化 

 電磁波による電子情報機器等の障害を無くすための方針は，機器等から放射される不要な電磁波のパ

ワーを低減することと，不要電磁波に対する機器の耐性を大きくすることである。電波暗室は，電子情

報機器からの放射電磁波の測定や，機器の妨害電磁波に対する耐性を測定する空間として重要である。

この空間をつくるためには電波暗室の外壁面を電気的な遮蔽物，すなわち導体で覆って電波暗室外部か

らの電磁波の侵入を防止する。さらに，電波暗室の内部には

電波吸収体を設置し，電波暗室内で不要な電磁波の反射を防

止することが必要不可欠である。従来の電波吸収体は，炭素

粒子を含有した誘電損失材料を用いて形成されていた。この

電波吸収体は，十分な電波吸収特性を得るためには電波到来

方向の厚さが約 60 ㎝と厚いという欠点があった。 

電波暗室内部の空間をできるだけ広く確保するためには

電波吸収体の厚さをできるだけ薄くすることが望まれてお

り，内藤喜之はこの課題に対してフェライトの磁性損失を用

いる新規な電波吸収体として，格子形（グリッド形）電波吸

収体を開発した（図 1）[1]。この電波吸収体は，電波到来方

向の厚さがわずか 2 cm であるが，周波数範囲 30 MHz から

700 MHz の電磁波の反射を 1/100 以下に抑えることができ，
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図 1 グリッド形電波吸収体の構造図 
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FCC（Federal Communication Commission：米国連邦通信委員会）が定める特性をもつ EMC 測定環境を実

現することができた。さらに，フェライトと誘電損失材料を組み合わせることによって，よりいっそう

広帯域な周波数範囲で機能する電波吸収体を開発し，30 MHz から 1800 MHz の電磁波の反射を 1/100 以

下に抑えるという特性を実現することに成功した[2]。 

3.2 電磁波回路 

 マイクロ波，ミリ波，及び光波の各周波数領域において，受動電磁波回路の研究を推進した。特に，

磁性材料フェライトの特徴を活かして，アイソレータ及びサーキュレータと呼ばれる非相反素子を平面

回路で実現する研究を精力的に行った。マイクロ波及びミリ波周波数帯において，磁化されたフェライ

ト基板上にマイクロストリップ線路を形成し，この線路を伝搬するエッジ導波モードと呼ばれる新しい

伝搬モードに着目した。この伝搬モードは，伝搬方向によって電磁界分布が異なる。これを利用して一

方向のみに電磁波を伝搬させることができるアイソレータ

や，電磁波の入出力ポートが循環的に配置されるサーキュレ

ータを実現した。 

 さらに，光波周波数帯においても，磁化された単結晶磁気

光学材料 YIG（Y3Fe5O12）薄膜を導波層とする光導波路を形

成し，この導波路中を伝搬する光波が伝搬方向によってわず

かに異なる速度で伝搬する非相反移相効果を実験によって

示し[3]，この効果を利用した導波路形光アイソレータの研究

を推進した。この研究は，非相反移相効果を実験的に検証し

てから約 25 年後に，導波路形光アイソレータ及び光サーキ

ュレータの実現につながった[4]。 
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図 2 エッジ導波モード 


